
５
月
１
７
日
、
参
院
国

土
交
通
委
員
会
で
は
建
交

労
全
国
ダ
ン
プ
部
会
の
高

橋
部
会
長
が
参
考
人
と
し

て
出
席
、
法
案
へ
の
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

高
橋
部
会
長
は
「
建
設

発
生
土
を
運
搬
す
る
労
働

者
の
立
場
か
ら
危
険
な
盛

土
を
な
く
す
法
案
に
は
賛

成
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、

①
建
設
発
生
土
の
排
出
者

で
あ
る
発
注
者
・
元
請
が

そ
の
現
場
か
ら
発
生
し
た

土
に
つ
い
て
最
後
ま
で
管

理
す
る
こ
と
。

②
適
正
な
処
分
費
用
が
最

終
処
分
場
ま
で
か
か
わ
る

業
者
や
末
端
で
働
く
ダ
ン

プ
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
国
と
自
治
体
の
責
任
で

適
正
に
管
理
さ
れ
た
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
や
処
分
場
を
確

保
す
る
こ
と
。

④
民
間
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

に
つ
い
て
、
自
治
体
任
せ

で
は
な
く
実
態
把
握
を
国

交
省
が
行
い
、
必
要
な
措

置
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

を
提
言
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
り
、
ダ
ン
プ
な

ど
労
働
者
の
労
働
環
境
を

改
善
す
る
う
え
で
重
要
な

指
摘
で
す
。

栃
木
ダ
ン
プ
支
部
で
は
、

３
月
衆
議
院
で
の
審
議
段

階
か
ら
工
藤
委
員
長
、
渡

辺
副
委
員
長
ら
が
国
会
に

行
き
、
ダ
ン
プ
労
働
者
の

置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
実

態
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

参
議
院
で
は
附
帯
決
議

の
な
か
で
、
組
合
が
提
起

し
て
き
た
民
間
処
分
場
で

の
管
理
、
実
態
把
握
の
た

め
の
対
策
な
ど
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
会
で
の
審
議

を
深
め
る
立
場
か
ら
、
労

働
者
・
国
民
の
立
場
に
立
っ

て
奮
闘
す
る
野
党
議
員
と

の
共
闘
が
実
現
し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
の
福
田
昭

夫
議
員
は
「
ダ
ン
プ
の
単

価
改
善
が
必
要
」
と
追
及

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
の
高

橋
千
鶴
子
議
員
、
武
田
良

介
議
員
は
組
合
の
要
請
を

受
け
、
何
度
も
質
問
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
今
後
、

法
の
施
行
に
向
け
た
有
識

者
会
議
を
設
置
し
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

ダ
ン
プ
が
持
続
可
能
な

職
種
と
し
て
存
続
し
て
い

く
う
え
で
、
私
た
ち
自
身

の
モ
ラ
ル
と
自
覚
も
あ
ら

た
め
て
い
ま
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

２０２２年５月２５日 Ｎｏ２４６
◎
総
理
大
臣
が
何
回
ウ
ソ
答
弁
を
し
て
も
責
任
を
取
ら
な
く
て
い
い
の
が
い
ま
の
国
会
で
す
。
が
、
憲
法
上
は
「
国
権
の
最
高
機
関
」
。
決
議
を
守
ら
せ
る
の
も
主
権
者
に
求
め
ら
れ
る
「
不
断
の
努
力
」
で
す
。
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◎元請建設業者にたいする責任について斉藤国交大臣は「元請事業者への過度な負担になる」と「過度な配慮」を表明しました。

死者・行方不明者28人。豪雨によって盛土が流れ込んだ熱海市。

昨
年
７
月
に
静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た
盛
土
災

害
を
踏
ま
え
て
「
盛
土
規
制
法
案
」
が
国
会
で
審
議

さ
れ
、
５
月
２
０
日
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
来
年

５
月
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

組
合
で
は
、
発
注
者
・
元
請
責
任
の
明
確
化
、
適

正
な
処
分
費
用
の
支
払
い
、
公
的
処
分
場
の
確
保
な

ど
を
求
め
て
国
会
要
請
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

労務費、ダンプ損料の合計は46700円(日額)、

燃料は別途走行距離に応じて1ℓ138円で積

算していると答弁した斉藤国交大臣。

参考人として国会で意見を述べる建交労全国ダ

ンプ部会高橋部会長「2度と熱海災害を起こさな

いために実効性のある法律にしてほしい」。

運搬距離がダンプ単価に反映されていない実態を指摘

し積算単価を質問する日本共産党の武田議員。

・
国
が
全
国
一
律
に
盛
土
を
規
制
す
る
は
じ

め
て
の
法
律

・
都
道
府
県
知
事
ら
が
規
制
区
域
を
指
定
。

・
許
可
制
に
し
違
反
が
あ
れ
ば
是
正
命
令
。

・
個
人
は
「
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
千
万

円
以
下
の
罰
金
」
法
人
は
最
高
３
億
円
。

盛土規制法の要点



い
ま
や
誰
も
が
気
軽
に

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
宅
配

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

最
大
手
ア
マ
ゾ
ン
は
ア

プ
リ
を
使
い
登
録
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
に
配
達
を
委
託

す
る
シ
ス
テ
ム
「
ア
マ
ゾ

ン
フ
レ
ッ
ク
ス
」
を
運
用

し
て
い
ま
す
。

建
交
労
軽
貨
物
ユ
ニ
オ

ン
に
も
ア
マ
フ
レ
組
合
員

が
い
ま
す
。

ア
マ
ゾ
ン
は
突
然
一
方

的
に
登
録
し
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
と
の
規
約
変
更
を

メ
ー
ル
で
通
知
し
て
き
ま

し
た
。
効
力
は
４
月
２
７

日
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
最
近
急
増
し
て

い
る
「
置
き
配
」
に
か
か

わ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
責
任

に
つ
い
て
で
す
。

「
置
き
配
」
は
注
文
者
が

了
解
し
た
場
合
、
留
守
宅

で
あ
っ
て
も
玄
関
前
な
ど

に
荷
物
を
置
い
て
写
真
を

撮
り
報
告
す
る
こ
と
で
配

達
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
の
規
約
改
定
は
こ

の
置
き
配
荷
物
に
つ
い
て

「
滅
失
ま
た
は
毀
損
が
第

三
者
に
起
因
し
て
発
生
し

た
こ
と(

玄
関
先
や
そ
の

他
の
指
定
場
所
に
置
き
配

さ
れ
た
荷
物
が
第
三
者
に

よ
り
盗
取
さ
れ
た
場
合
を

含
み
ま
す)

を
貴
殿
が
ア

マ
ゾ
ン
に
対
し
て
ア
マ
ゾ

ン
が
満
足
す
る
方
法
で
説

明
し
な
い
限
り
、
貴
殿
に

起
因
す
る
滅
失
ま
た
は
毀

損
と
み
な
し
ま
す
」
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
責
任
に
し

ま
し
た
。

組
合
で
は
５
月
１
６
日
、

公
正
取
引
委
員
会
に
独
禁

法
が
禁
止
す
る
「
優
越
的

地
位
の
濫
用
」
に
抵
触
す

る
の
で
は
な
い
か
と
調
査

を
申
し
出
ま
し
た
。

世
界
的
大
企
業
に
よ
る

信
じ
が
た
い
改
定
で
す
。

【
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

カ
ー
ド
】

高
速
道
路
料
金
が
利
用

額
に
よ
っ
て
割
引
さ
れ
る

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

・
利
用
者
斉
藤
利
一
さ
ん

「
佐
野
か
ら
埼
玉
県
与
野

市
に
あ
る
生
コ
ン
工
場
に

行
っ
て
ま
す
。
行
き
は
東

北
道
館
林
か
ら
岩
槻
、
帰

り
は
久
喜
か
ら
佐
野
、
忙

し
い
と
き
は
月
額
１
０
万

円
以
上
使
う
か
ら
計
算
す

る
と
年
間
３
０
万
円
位
経

費
削
減
に
な
っ
て
ま
す
ね
。

身
体
の
負
担
や
事
故
防
止
、

燃
費
と
か
ト
ー
タ
ル
で
考

え
て
高
速
使
っ
て
ま
す
」
。

【
大
型
用
タ
イ
ヤ
】

中
国
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の

代
理
店
と
提
携
、
組
合
員

特
価
で
タ
イ
ヤ
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
利
用
者
宇
賀
神
清
さ
ん

「
知
人
の
も
含
め
て
４
０

本
位
取
り
付
け
ま
し
た
。

現
場
を
走
る
こ
と
が
多
い

け
ど
特
に
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
産
と
比
べ
て
１

本
１
万
円
以
上
安
い
の
は

魅
力
で
す
」
。

ご
注
文
は
組
合
に
。

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
唐

沢
鉱
山
か
ら
国
道
２
９
３

号
線
に
進
入
す
る
Ｔ
字
路
。

民
家
か
ら
樹
木
が
道
路
に

進
入
し
大
型
車
同
士
が
交

差
す
る
際
の
障
害
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
左
方
の
視

界
障
害
に
も
な
っ
て
い
る

た
め
会
沢
ト
ン
ネ
ル
か
ら

進
行
し
て
く
る
車
両
確
認

に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
事
故
防
止
の

取
り
組
み
と
し
て
所
有
者

と
協
議
し
支
障
木
伐
採
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

作
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎建設国保からの「職業確認」5月末までに必ず返送してください。 ２０２２年５月２５日 Ｎo２４６
◎
組
合
員
か
ら
の
相
談
。
〇
「
会
社
か
ら
イ
ン
な
ん
と
か
の
番
号
教
え
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
て
ね
」
●
「
イ
ン
ボ
イ
ス
で
し
ょ
」
〇
「
あ
ー
そ
れ
そ
れ
教
え
て
」
●
「
い
や
申
請
し
な
い
と
番
号
つ
か
な
い
で
す
よ
」
〇
「
じ
ゃ
申
請
し
て
」

●「来年10月の売上げから消費税申告することになるけど〇「えー！誰が決めたんだよ」●「政治家でしょ」→7月参議院選挙へ

介
護
タ
ク
シ
ー
で

地
域
に
貢
献
を

早
川
和
巳
さ
ん

☆

☆

☆

☆

高
齢
化
が
進
む
な
か
で

福
祉
・
介
護
タ
ク
シ
ー
の

需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
早
川
和
巳
さ
ん

は
今
年
か
ら
佐
野
市
内
で

介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
を
始

め
ま
す
。

「
ま
ず
地
元
の
知
人
を

中
心
に
は
じ
め
よ
う
と
思

い
ま
す
。
介
護
職
員
研
修

を
受
講
し
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
例
え
ば
乗
車
、

降
車
の
介
助
や
病
院
内
で

の
受
付
、
診
察
窓
口
ま
で

の
移
動
サ
ポ
ー
ト
、
付
き

添
い
な
ど
、
利
用
者
の
状

態
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
。

「
障
害
が
あ
る
と
旅
行

に
行
く
の
も
大
変
で
す
。

車
い
す
の
ま
ま
で
乗
車
で

き
る
の
で
、
家
族
で
の
長

距
離
貸
切
利
用
な
ど
幅
広

く
対
応
し
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」

介護タクシーで移動困難者の支援を。

現場仕事の多い池村さんは「ゲタヤマ」を購入。

タテミゾ27,280円、ゲタヤマ27,830円(税込み)。

高速利用月額 割引額

35,000 8,000

50,000 12,500

80,000 21,500

100,000 27,500

「送料無料」ではありません。この便利

さの背景に消費者も関心をもつことが求

められています。

コーポレートカード割引例

昨年2件死亡事故が発生。要注意交差点です。


